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地球規模での温暖化により頻発する極端な豪雨・洪水・土砂災害、暴風、熱波、
大雪、寒波などの毎年のように発生しつつ被害と頻度を拡大させている災害を
効果的に防止・軽減するための方策を研究します。

極端気象災害研究領域
Department of Extreme Weather Disaster Research

近年頻発化する極端な集中豪雨や集中豪雪は、社会活動に大きな影響を及ぼしています。一方で、人口減少、高齢
化など我が国の社会環境は急速に変化してきています。変わりゆく気候と社会環境の下では、最先端の科学技術を
活用した効果的且つ効率的な気象災害への対応が社会的にますます求められています。我が国全体の持続可能な
安心・安全な社会の実現を目指し、極端気象災害研究領域の水・土砂防災研究部門と雪氷防災研究センターは、
極端気象の理解とそれに基づく観測・予測技術開発、気象災害の把握、さらに国内唯一の悪天候環境を再現できる
実験施設を活用した対策技術のための研究開発を協働で進めていきます。

今後の展望・方向性

令和６年能登半島地震

令和４年８月豪雨 新潟

令和６年９月２１日 能登豪雨 輪島市

気象・積雪観測データと積雪変質モデルを用いて積雪重量分布を算定し、雪氷災害
の死者の半数前後を占める除雪作業の事故を軽減することを目指しています。発達した積雲
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30分後のゲリラ
豪雨を予測！

積雲・積乱雲の
追跡・予測

気象レーダを利用した積乱雲の早期検知

Kaバンドレーダ
（雲水）

XバンドMPレーダ
（雨水）

雪おろシグナル（積雪重量分布情報）
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衛星画像を用いた
斜面変動範囲の抽出

浸水・斜面崩壊範囲の即時的抽出
SNS画像等を用いた
浸水域の即時的推定

雪氷防災実験棟を利用した研究開発

パンタグラフ
着雪防止対策

センサー/信号機
等着雪氷対策

ドローンの着雪特性

リアルタイムAI路面判定技術

大型降雨実験施設を利用した研究開発

豪雨下の
自動走行検証

ドローンの
豪雨下での影響

IoTセンサーの
実証実験

水・土砂防災研究部門 雪氷防災研究センター

▼スマートフォンの設置 ▼アプリで1枚/2秒に画像撮影 ▼リアルタイムAI路面判定

クラウドにてAI判定し、数分遅れでWEBの地図上に表示可能

走行するだけで「路面状態」「路肩の雪」「道路の幅」をAIで判定し、WEB表示で共有。

15区分の路面判定取得した画像を基に、
15区分の路面状態を
地図上に表示

２秒に１回撮影の
取得画像確認可能

・誰でも走るだけで路面判定
可能、道路状況写真記録

・情報共有が容易
→道路パトロールの自動化、
遠隔での情報共有促進

→迅速な意思決定、人手不足
解消に貢献、→ 道路管理の
迅速化、効率化（効率的な
除排雪）

→災害時の迅速な状況把握
SNS浸水情報

令和6年能登半島豪雨 令和6年能登半島地震と豪雨

輪島中心部
での浸水域

解析領域の中で、土砂流出範囲の個数は、地震起因
が約2,200個、豪雨起因が約1,900個でした。豪雨
起因の土砂流出範囲のうち、地震で発生していた裸
地と隣接した個数は、約530個であり当初の地震に
よる裸地から拡大した箇所が多く見られました。
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